高　島　自　治　会　規　約　

第1章　総　　則　

（名　称）
第１条　　本会は高島自治会（以下｢会｣という）と称す。

（事務所の所在地）

第２条　　会の事務所を横浜市西区高島二丁目１１番１号(高島自治会館内)に置く。

（区　域）

第３条　　会の区域は横浜市西区高島一丁目、高島二丁目、桜木町七丁目４８番、みなとみらい４丁目４番３号とする。

（目　的）　

第４条　  会は民主主義の精神に基づき会員相互の親睦、共助、福祉を増進させ、また貴重な歴史と伝統文化を継承しつつ明るく健全な街づくりを目指し、もって地域社会の向上発展に資することを目的とする。

（事　業）

第５条　　会は前条の目的を達成するためにつぎの部門を設け事業活動を行う。

(１) 総務部

他の部門に属しない政令省令その他官公庁の示達事項の広報活動及びその他の一般事項並びに本会会計の事務処理とする。

(２) 青少年部(青少年指導員、体育指導員、子供会)

青少年の心身の健全向上を図り体育文化のほか必要なる施策を実施する。

(３) 女性部
家庭環境の改善並びに婦人問題に関する事項とする。

(４) 保健衛生部(保健衛生指導員、環境美化推進委員)

保健、衛生、環境美化に関する思想の普及徹底協力並びに行政官庁との連絡協調等に関する事項とする。

(５) 防火防犯部

防火防犯に関する施策の実施及びその徹底を期する行政官庁との連絡協調等に関する事項とする。

(６) 福利厚生部(民生委員)

会員の福利厚生及び一般社会福祉事業に関する援助協力並びにこれらの啓発宣伝に関する事項とする。

(７) 交通部

交通安全、特に子供や老人の事故防止等の街頭活動を含めた効果的な活動の展開に努める
。

　　　(８) 歴史文化部

　　　　　横浜駅周辺開発の歴史的原点である高島地域の歴史文化の調査研究と関係資料の収集保存と展示活動に関わる事項とする。

第２章　会　　員

（会　員　等）

第６条　１　 会の会員は第３条に定める区域に住所を有する個人とし、同所に事業所を有する法人は賛助会員として、正当な理由がなければ加入を拒むことはできない。脱会は自由とする。

　　　　２　会長、副会長が会員として認めた者を特別会員とする。
（会　費）

第７条　 会員等は、総会において別に定める会費を納入しなければならない。
　　     脱会の場合でも既納会費の返戻しはしないものとする。

　　第３章　役　　員

（役員の定数）

第８条　 会に次の役員をおき総会で選出する。

　　     会長１名、副会長若干名、幹事若干名、事業担当部長若干名、会計担当監事２
　　　　 名。
（役員の任務）

第９条　 １　会長は会を代表し会務を総轄する。副会長は会長を補佐し会長に事故のあったときは副会長がその職務を代行する。幹事及び部長はそれぞれ担当任務を遂行する。

２　監事はつぎ掲げる業務を行なう。

(1) 会の会計および会務の執行状況を併せて監査する。

(2) 会計、資産状況及び業務執行に不正の事実を発見した場合は総会に報告を要す。

(3) 前号の報告をするため必要あると認める時は、総会の招集を請求すること。

（役員の任期）

第１０条 役員の任期は２ヵ年とする。但し再任は妨げない。

（役員の補充）

第１1条 役員に欠員が生じたときは速やかに補充しなければならない。但しその任期は前

任者の残任期間とする。

（地区長）

第１２条 会の運営を円滑迅速に行うため各地区毎に、地区長をおき地区代表として会

務に参与する。

　　　　 大型集合住宅は個別に１地区として地区長を選出し会務に参与する。

地区長の選出は互選により選出し任期は１年を原則とするも輪番制として地区員

がその任を負う。

（名誉会長、顧問、相談役の役置）

第１３条 会に必要があるときは、名誉会長、顧問、相談役を置くことができる。

　　　　 その委嘱は会長がこれを行う。

第４章　機　　関

第１４条 会にはつぎの機関を置く。

１　総会　　　２　役員会

　　第１節

（総会の性格）

第１５条 総会は会の最高議決機関とする。

（定時総会の招集）

第１６条 会長は毎年５月に定時総会を招集する。

　　     総会の招集に当たっては会議の目的たる事項及びその内容と総会の日時及び場

　　　　 所を示した文書を開催日の５日以上前に通知しなければならない。

第１７条 会長は次の場合臨時総会を招集することができる。

１ 役員会において必要と認めたとき。

２ 会員総数の３分の１以上から会議の目的事項を示しての要求があるとき。

（総会の設立条件）

第１８条 総会は会員総数の２分の１以上（委任を含む）が出席しなければ成立しない。

（総会の議長）

第１９条 総会の議長は、その総会において、出席した会員等の中から選出する。

（総会の決議方法）

第２０条 総会の議事は出席会員の過半数の同意により決し可否同数の場合は議長の決す

るところによる。

第２１条 総会に附議する事項は概ねつぎに掲げるものとする。

(1)  新年度の事業計画並びに予算案

(2)  前年度の事業報告並びに収支決算書

(3)  役員の改選

(4)  規約の改廃

(5)  其の他役員会で必要と認めた事項

第２２条 総会に付議する事項は予め役員会の承認を要す。

　　第２節

（役員会の構成並びに性格）

第２３条 役員会は役員によって構成され、総会に次ぐ決議機関であると共に会則総会並

びに役員会の決議に従って責任を持って業務を執行する。

（役員会の招集）

第２４条 会長は次の場合役員会を招集する。

(1)  会長が必要と認めたとき。

(2)  役員総数の３分の１以上の要求があったとき。

（役員会の成立条件）

第２５条 役員会は役員総数の２分の１以上が出席しなければ成立しない。

（役員会の議長）

第２６条 役員会の議長は会長が当たる。

（役員会の決議方法）

第２７条 役員会の議事は出席役員の過半数の同意により決し、可否同数の場合は議長の決

するところによる。

第５章　資　　産

（資産の構成）

第２８条 会の資産は次にあげるものをもって構成する。

　　　(1) 別に定める資産目録記載の資産

　　　(2) 会費

　　　(3) 活動に伴う収入

　　　(4) 資産から生ずる果実

　　　(5) 其の他収入

（資産の管理）

第２９条 会の資産は、会長が管理し、その方法は役員会の議決によりこれを定める。

（資産の処分）

第３０条 会の資産で第２８条第1号にかかげるもののうち別に総会において定めるものを処分し、または担保に供する場合には、総会において2分の1以上の議決を要する。

（経費の支弁）

第３１条 会の経費は資産をもって支弁する。

第６章　会　　計

（会計年度）

第３２条 会の会計年度は毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。

第７章　職　　員

第３３条 会につぎの有給職員を置くことができる。

　　　　 若干名

　　　　　       
 職員の任免や給与その他に関する事項は役員会の決議を経て会長がこれを

定める。

職員は会長の指揮を受けこの会の事務に従事する。

第８章　規約の変更及び解散

（規約の変更）

第３４条 この規約は総会において総会員の2分の1以上の議決を得、かつ横浜市西区長の

認可を受けなければ変更することはできない。

（解　散）

第３５条 会は、地方自治法第２６０条の２第１５項において準用する民法第６８条第１

項第３号及び第４号並びに第２項の規定により解散する。

２　総会の議決に基づいて解散する場合は、総会員の４分の３以上の承諾を得な

ければならない。

（残余財産の処分）

第３６条 会の解散の時に有する残余財産は、総会において総会員の４分の３以上の承諾

を得なければならない。

 (委　任)

第３７条　この規約の施工に関し必要な事項は、総会の議決を経て役員会が別に定める。

附　　則

　　　　 この規約は平成17年５月1４日から施行する。

　　　　 第６条第２項は平成１８年５月１７日の総会によって承認された。
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